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あ
ふ
れ
る
情
熱
を
乗
せ
た
。

楽
団
員
は
大
き
く
入
れ
替
わ

っ
た
。
コ
ン
サ
ト
ト
マ
ス
タ
ー

を
１０
年
務
め
た
田
野
倉
雅
秋
、

首
席
客
演
指
揮
者
の

ヘ
ン
リ
ク

・
シ

エ
ー
フ
ァ
「
と

エ
バ
ル
ド

・
ダ
ネ
ル
が
退
任
。
コ
ン
マ
ス

に
は
佐
久
間
聡

一
と
蔵
川
瑠
美

の
２
人
が
就
任
し
た
。
打
楽
器

奏
者
の
岡
部
亮
登
が
日
本
管
打

楽
器
コ
ン
ク
ト
ル
ー
位
に
輝
く

な
ど
、
楽
団
の
確
か
な
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
実
感
し
た
。

２
月
に
は
、
耳
が
聞
こ
え
な

い
作
曲
家
と
し
て

「交
響
曲
第

１
番

　
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ａ
」
を
発
表
し
て
い
た
広
島
市

佐
伯
区
出
身
の
佐
村
河
内
守
の

作
曲
者
偽
装
問
題
が
発
覚
し
、

衝
撃
が
走

っ
た
。
４
月
に
は
広

島
音
楽
高

（西
区
）
が
来
年
度

以
降
の
生
徒
を
募
集
し
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

８
月
に
発
生
し
た
土
砂
災
害

の
復
興
を
支
援
す
る
動
き
は
力

強
か

っ
た
。
広
響
や
ソ
ロ
デ
ビ

ュ
１
２０
周
年
と
な
る
東
区
出
身

の
シ
ン
ガ
ー

・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

―
奥
田
民
生
は
会
場
で
た
る
募

金
を
呼
び
掛
け
た
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
と
音
楽
」
委
員

会
は
、
被
爆
２
年
後
に
市
内
で

開
か
れ
た

「メ
サ
イ
ア
」
の
演

奏
会
に
光
を
当
て
、
全
５
回
の

「音
の
記
憶
」
シ
ー
リ
ズ
を
締

め
く
く

っ
た
。
被
爆
地
か
ら
平

和
の
歌
声
を
響
か
せ
る

「第
九

ひ
ろ
し
ま
」
も
３０
回
の
節
目
を

迎
え
た
。

移
転
オ
ー
プ
ン
し
、
初
日
か
ら

大
勢
の
映
画
フ
ァ
ン
で
に
ぎ
わ

う
サ
ロ
ン
シ
ネ
マ

（９
月
２０
日
、
広
島
市
中
し

優
が
相
次
い
で
逝

っ
た
。
映
画

「仁
義
な
き
戦
い
」
の
舞
台
と

な

っ
た
広
島
に
も
悲
し
み
が
広

が

っ
た
。

初
の
本
格
的
国
産
ウ
イ
ス
キ

ー
を
造

っ
た
竹
屋

巾
出
身
の
竹

鶴
政
孝
を
モ
デ
ル
に
し
た
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
マ
ッ

サ
ン
」
も
始
ま
り
、
地
元
を
中

心
に
盛
り
上
が

っ
た
。

作
曲
者
偽
装
問
題
な
ど
世

間
を
揺
る
が
す
出
来
事
も
発

覚
し
た
こ
の

一
年
。
中
国
地

方
で
は
、
広
島
市
の
ミ

ニ
シ

ア
タ
１
２
館
が
移
転
や
改
装

オ
ー
プ
ン
し
、
広
島
国
際
映

画
祭
も
始
ま
る
な
ど
、
映
□

界
に
新
た
な
動
き
が
相
次
い

だ
。
広
島
国
際
ア

ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
３０

周
年
を
迎
え
た
。
広
島
市
で

の
大
規
模
な
土
砂
災
害
を
受

け
て
、
広
島
交
響
楽
団
を
は

じ
め
支
援
の
輪
が
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
も
広
が

っ
た
。

（余
村
泰
樹
）

広
響
は
、
昨
年
始
め
た
創
立

５０
周
年
シ
リ
ー
ズ
に
続
き
、
音

楽
監
督

・
常
任
指
揮
者
の
秋
山

和
慶
の
指
揮
活
動
５０
周
年
の
記

念
シ
リ
ー
ズ
を
展
開
。
■
月
の

定
期
演
奏
会
で
は
、
秋
山
が
ブ

ラ
ー
ム
ス
の
交
響
曲
第
２
番
に

復
興
支
援
の
音
色
力
強
く

の
開
館
が
相
次
ぐ
中
、
サ
ロ
ン

シ
ネ
マ
は
半
世
紀
以
上
の
歴
史

を
刻
ん
だ
中
区
の
タ
カ
ノ
橋
商

一絆「　輔賄い』̈
棚雌な打瑚い膨

カ一タアシニ
ヽヽ
ヽ

秋山和慶の指揮活動50周年シリ〒ズで開催した広島交響
楽団の定期演奏会。観客総立ちの拍手に包まれた
(11月 12日、1広島市中区の広島文化学園HBGホ ール)

膊ギ
臓
目
目
Ｉ

月
に
改
装
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど

映
画
文
化
の
多
様
さ
を
維
持
し

よ
う
と
す
る
踏
ん
張
り
が
目
立

っ
た
。
福
山
市
の
シ
ネ
フ
ク
大

黒
座
は
８
月
末
、
惜
し
ま
れ
な

が
ら
１
２
２
年
の
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
た
“

広
島
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ヨ
ン

フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（８
月
）
は

３０
周
年
を
迎
え
、
国
内
外
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
家
が
祝
福
し

た
。
短
編
映
画
の
祭
典
、
ダ
マ

１
映
画
祭
ｉ

ｎ
ヒ
ロ
シ
マ
は
、

広
島
国
際
映
画
祭

（Ｈ
月
）
に

名
称
を
変
え
た
。
地
元
色
を
強

め
、
東
広
島
市
出
身
の
長
谷
川

和
彦
監
督
の
新
作
製
作
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
始
め
た
。

「広
島
イ

ラ
ン
　
愛
と
平
和
の
映
画
祭
」

（８
月
）
も
初
開
催
さ
れ
た
。

地
元
ゆ
か
り
の
作
品
も
存
在

感
を
放

っ
た
。
周
南
市
の
周
南

「絆
」
映
画
祭
の
受
賞
脚
本
を

映
画
化
し
た

「百
円
の
恋
」
は

墓

示
国

謄

治

家
示
で

暮

員
。
尾

道
市
出
身
の
大
林
宣
彦
監
督
は

３
年
ぶ
り
の
新
作

「野
の
な
な

な
の
か
」
で
、
東
日
本
大
震
災

後
の
在
り
方
を
問
う
た
。

高
倉
健
と
菅
原
文
太
と
い
う

戦
後
の
日
本
映
画
を
支
え
た
名

劇
団
四
季
は
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ

ル

「ジ
ー
ザ
ス

・
ク
ラ
イ
ス
ト

＝
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
」

エ
ル
サ

レ
ム
バ
ー
ジ

ョ
ン
を
１０
年
ぶ
り

に
広
島
で
公
演
。
児
童
に
演
劇

の
感
動
を
届
け
る

「
こ
こ
ろ
の

劇
場
」
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ

ュ
ー

ジ
カ
ル

「ふ
た
り
の
ロ
ッ
テ
」

な
ど
を
展
開
し
た
。

ひ
ろ
し
ま
オ
ペ
ラ
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
は
、
作
者
ビ
ゼ
ト
が
本
来

描
こ
う
と
し
た
オ
ペ
ラ

「
カ
ル

メ
ン
」
の
再
現
に
挑
戦
“
福
山

市
の
リ
ー
デ
ン
ロ
ー
ズ
は
開
館

２０
周
年
事
業
で
地
元
が
舞
台
の

小
説
を
原
作

に
し
た
オ

ペ
ラ

「
ハ
ブ
テ
ト
ル
　
ハ
ブ
テ
ト
ラ

ン
」
を
披
露
す
る
な
ど
意
欲
的

な
舞
台
も
相
次
い
だ
。

広
島
市
南
区
の
清
水
劇
場
の

支
配
人
と
し
て
、
広
島
に
大
衆

演
劇
を
根
付
か
せ
た
高
田
博
さ

ん
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら
１０
月
で

引
退
し
た
。　
　
　
　
　
・
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■
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